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(57)【要約】
【課題】表示できる色相の領域を拡大し、自然に存在す
る色相とより一層近い色相を表現できる光源アセンブリ
及びその駆動方法並びにそれを有する液晶表示装置を提
供する。
【解決手段】光を発生する複数の光源と、前記光を検出
して光信号を発生させる検出部と、前記光信号の入力を
受け光源色座標を計算する演算部と、前記光源色座標と
所定の色相基準座標とを比較する比較部と、前記比較部
の比較結果に基づいて前記光源に供給されるパルス幅変
調（ＰＷＭ）信号を制御する制御部とを有する。
【選択図】　　　図１８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を発生する複数の光源と、
　前記光を検出して光信号を発生させる検出部と、
　前記光信号の入力を受け光源色座標を計算する演算部と、
　前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する比較部と、
　前記比較部の比較結果に基づいて前記光源に供給されるパルス幅変調（ＰＷＭ）信号を
制御する制御部とを有することを特徴とする光源アセンブリ。
【請求項２】
　前記色相基準座標は、第１色相基準座標と第２色相基準座標と第３色相基準座標とを含
み、
　前記光源色座標は、第１色相光源色座標と第２色相光源色座標と第３色相光源色座標と
を含み、
　前記比較部は、前記第１色相基準座標と前記第２色相基準座標と前記第３色相基準座標
とを頂点とする三角形で、各々の頂点とそこを通る２辺からの延長線との間の領域である
第１光源領域と第２光源領域と第３光源領域とに、前記第１色相光源色座標と前記第２色
相光源色座標と前記第３色相光源色座標とが各々位置しているのか否かを判断することを
特徴とする請求項１に記載の光源アセンブリ。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１色相光源色座標と前記第２色相光源色座標と前記第３色相光源
色座標とが、前記第１光源領域と前記第２光源領域と第３光源領域とに各々位置するよう
に前記パルス幅変調信号を制御することを特徴とする請求項２に記載の光源アセンブリ。
【請求項４】
　前記比較部は、前記第１色相基準座標と前記第２色相基準座標とを通る第１直線の方程
式と、前記第１色相基準座標と前記第２色相光源色座標とを通る第２直線の方程式と、前
記第１色相光源色座標と前記第２色相基準座標とを通る第３直線の方程式とを求め、
　前記第１直線の方程式のｙ切片は、前記第２直線の方程式のｙ切片と前記第３直線の方
程式のｙ切片との間に位置しているかどうかを判断をすることを特徴とする請求項２に記
載の光源アセンブリ。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１直線の方程式のｙ切片が前記第２直線の方程式のｙ切片と前記
第３直線の方程式のｙ切片との間に位置するように前記パルス幅変調信号を制御すること
を特徴とする請求項４に記載の光源アセンブリ。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第２直線の方程式のｙ切片の値又は前記第３直線の方程式のｙ切片
の値が所定の許容値の範囲内に存在するように前記パルス幅変調信号を制御することを特
徴とする請求項４に記載の光源アセンブリ。
【請求項７】
　前記許容値は、前記第１直線の方程式のｙ切片の値の９５％～１１５％であることを特
徴とする請求項６に記載の光源アセンブリ。
【請求項８】
　前記第１色相基準座標、前記第２色相基準座標、及び前記第３色相基準座標は、各々赤
色基準座標、緑色基準座標、及び青色基準座標であり、前記第１色相光源色座標、前記第
２色相光源色座標、及び前記第３光源色座標は、各々赤色光源色座標、緑色光源色座標、
及び青色光源色座標であることを特徴とする請求項２に記載の光源アセンブリ。
【請求項９】
　前記制御部は、前記パルス幅変調信号のデューティ比を調節して前記光源色座標を移動
させることを特徴とする請求項１に記載の光源アセンブリ。
【請求項１０】
　前記光源は、発光ダイオードであることを特徴とする請求項１に記載の光源アセンブリ
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。
【請求項１１】
　前記光源は、赤色光、緑色光及び青色光を発生させるレーザ光源であることを特徴とす
る請求項１に記載の光源アセンブリ。
【請求項１２】
　赤色フィルタと、緑色フィルタと、青色フィルタとを含む色フィルタと、
　赤色光、緑色光及び青色光を混合して白色光を発生させ、前記色フィルタに放射する光
源アセンブリとを有し、
　前記光源アセンブリは、メインピークが６２０～６３０ｎｍであり、スペクトルの半値
全幅（ＦＷＨＭ）が１５ｎｍ以下である波長を有する赤色光を放射する赤色光源と、
　メインピークが５２５～５３５ｎｍであり、スペクトルの半値全幅が３０ｎｍ以下であ
る波長を有する緑色光を放射する緑色光源と、
　メインピークが４４５～４５５ｎｍであり、スペクトルの半値幅が１９ｎｍ以下である
波長を有する青色光を放射する青色光源とを含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記緑色フィルタの透過スペクトルはメインピークが５１５～５１９ｎｍであることを
特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記青色フィルタの透過スペクトルはメインピークが４６０ｎｍ以下であることを特徴
とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記青色フィルタと前記緑色フィルタの透過スペクトルの透過率の比（Ｂ／Ｇ）は、８
．４×１０－４／１．１×１０－３より小さいことを特徴とする請求項１２に記載の液晶
表示装置。
【請求項１６】
　前記白色光の色温度は、５０００～７０００Ｋであることを特徴とする請求項１２に記
載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記光源アセンブリは、光を発生する複数の光源と、
　前記光を検出して光信号を発生させる検出部と、
　前記光信号の入力を受け光源色座標を計算する演算部と、
　前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する比較部と、
　前記比較部の比較結果に基づいて前記光源に供給されるパルス幅変調（ＰＷＭ）信号を
制御する制御部とを含むことを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　光源で発生する光を検出して光信号を発生させる段階と、
　前記光信号の入力を受け前記光源の光源色座標を計算する段階と、
　前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する段階と、
　前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する段階での比較結果に基づいて前記光
源に供給されるパルス幅変調（ＰＷＭ）信号を制御する段階とを有することを特徴とする
光源アセンブリの駆動方法。
【請求項１９】
　前記色相基準座標は、第１色相基準座標と第２色相基準座標と第３色相基準座標とを含
み、
　前記光源色座標は、第１色相光源色座標と第２色相光源色座標と第３色相光源色座標と
を含み、
　前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する段階は、前記第１色相基準座標と前
記第２色相基準座標と前記第３色相基準座標を頂点とする三角形において各々の頂点とそ
こを通る２辺からの延長線との間の領域である第１光源領域と第２光源領域と第３光源領
域とに前記第１色相光源色座標と前記第２色相光源色座標と前記第３色相光源色座標とが
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各々位置しているのか否かを判断することを特徴とする請求項１８に記載の光源アセンブ
リの駆動方法。
【請求項２０】
　前記パルス幅変調信号を制御する段階は、前記第１色相光源色座標と前記第２色相光源
色座標と前記第３色相光源色座標とが、前記第１光源領域と前記第２光源領域と第３光源
領域とに各々位置するように前記パルス幅変調信号を制御することを特徴とする請求項１
９に記載の光源アセンブリの駆動方法。
【請求項２１】
　前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する段階は、前記第１色相基準座標と前
記第２色相基準座標とを通る第１直線の方程式と、前記第１色相基準座標と前記第２色相
光源色座標とを通る第２直線の方程式と、前記第１色相光源色座標と前記第２色相基準座
標とを通る第３直線の方程式とを求め、
　前記第１直線の方程式のｙ切片は、前記第２直線の方程式のｙ切片と前記第３直線の方
程式のｙ切片との間に位置しているかどうかを判断をすることを特徴とする請求項１９に
記載の光源アセンブリの駆動方法。
【請求項２２】
　前記パルス幅変調信号を制御する段階は、前記第１直線の方程式のｙ切片が前記第２直
線の方程式のｙ切片と前記第３直線の方程式のｙ切片との間に位置するように前記パルス
幅変調信号を調節することを特徴とする請求項２１に記載の光源アセンブリの駆動方法。
【請求項２３】
　前記パルス幅変調信号を制御する段階は、前記第２直線の方程式のｙ切片の値又は前記
第３直線の方程式のｙ切片の値が所定の許容値の範囲内に存在するように前記パルス幅変
調信号を制御することを特徴とする請求項２１に記載の光源アセンブリの駆動方法。
【請求項２４】
　前記許容値は、前記第１直線の方程式のｙ切片の値の９５％～１１５％であることを特
徴とする請求項２３に記載の光源アセンブリの駆動方法。
【請求項２５】
　前記第１色相基準座標、前記第２色相基準座標、及び前記第３色相基準座標は、各々赤
色基準座標、緑色基準座標、及び青色基準座標であり、前記第１色相光源色座標、前記第
２色相光源色座標、及び前記第３光源色座標は、各々赤色光源色座標、緑色光源色座標、
及び青色光源色座標であることを特徴とする請求項１９に記載の光源アセンブリの駆動方
法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光源アセンブリ及びその駆動方法並びにそれを有する液晶表示装置に関し、よ
り詳細には表示できる色相の領域を拡大し、自然に存在する色相とより一層近い色相を表
現できる光源アセンブリ及びその駆動方法並びにそれを有する液晶表示装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　現代社会が高度の情報及びコミュニケーション技術に依存するにつれ表示装置は大型化
及び薄型化に対する市場の要求に直面しており、従来のＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ－ｒａｙ
　ｔｕｂｅ）装置ではこのような要求を十分に満足させることができないことによってＰ
ＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）装置、ＰＡＬＣ（Ｐｌａｓｍａ　Ａ
ｄｄｒｅｓｓ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）装置、Ｌ
ＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）装置、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）装置などに代表されるフラットパネル
表示装置に対する需要が爆発的に増えている。
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【０００３】
　一般的に標準モニタは（ｓＲＧＢ）規格の色空間を標準と規定しているが、（ｓＲＧＢ
）規格の色空間は実際色相の一部分だけを表示することができる。そのため、（ｓＲＧＢ
）規格に従う標準モニタは表示できない色相の領域が存在する。
　最近デジタルカメラなどの装置はすでに（ｓＲＧＢ）規格の色空間を超過する色相を撮
影できるほど発展している。このようなデジタルカメラで撮影した画像を（ｓＲＧＢ）規
格に従う標準モニタで表示する場合、デジタルカメラが認識する色相を正確に表現するこ
とができなくなる。したがって、（Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ）規格のような（ｓＲＧＢ）領域
よりさらに広い色空間を表示できるモニタが必要である。
【０００４】
　高色再現の特性を有する液晶表示装置を得るためには色フィルタと光源がすべて広い色
空間を表現できなければならない。したがって、光源と色フィルタの特性を最適化して色
空間を拡大できる液晶表示装置が要求される（例えば、特許文献１参照）という問題があ
る。
【０００５】
　また、液晶表示装置を長時間駆動する場合、光源又は色フィルタの特性が変化する可能
性があるため、常に最適化された色空間を表現できるようにリアルタイムで特性を補正す
る必要があるという問題がある。
【０００６】
【特許文献１】大韓民国特許公開２００６－００８３９５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置における問題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、表示できる色相の領域を拡大し、自然に存在する色相とより一層近
い色相を表現できる光源アセンブリを提供することにある。
【０００８】
　また、本発明の他の目的は、表示できる色相の領域を拡大し、自然に存在する色相とよ
り一層近い色相を表現できる液晶表示装置を提供することにある。
　また、本発明の他の目的は、表示できる色相の領域を拡大し、自然に存在する色相とよ
り一層近い色相を表現できる光源アセンブリの駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明による光源アセンブリは、光を発生する複数
の光源と、前記光を検出して光信号を発生させる検出部と、前記光信号の入力を受け光源
色座標を計算する演算部と、前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する比較部と
、前記比較部の比較結果に基づいて前記光源に供給されるパルス幅変調（ＰＷＭ）信号を
制御する制御部とを有することを特徴とする。
【００１０】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、赤色フィルタと、緑
色フィルタと、青色フィルタとを含む色フィルタと、赤色光、緑色光及び青色光を混合し
て白色光を発生させ、前記色フィルタに放射する光源アセンブリとを有し、前記光源アセ
ンブリは、メインピークが６２０～６３０ｎｍであり、スペクトルの半値全幅（ＦＷＨＭ
）が１５ｎｍ以下である波長を有する赤色光を放射する赤色光源と、メインピークが５２
５～５３５ｎｍであり、スペクトルの半値全幅が３０ｎｍ以下である波長を有する緑色光
を放射する緑色光源と、メインピークが４４５～４５５ｎｍであり、スペクトルの半値幅
が１９ｎｍ以下である波長を有する青色光を放射する青色光源とを含むことを特徴とする
。
【００１１】
　上記目的を達成するためになされた本発明による光源アセンブリの駆動方法は、光源で
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発生する光を検出して光信号を発生させる段階と、前記光信号の入力を受け前記光源の光
源色座標を計算する段階と、前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する段階と、
前記光源色座標と所定の色相基準座標とを比較する段階での比較結果に基づいて前記光源
に供給されるパルス幅変調（ＰＷＭ）信号を制御する段階とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る光源アセンブリ及びその駆動方法並びにそれを有する液晶表示装置によれ
ば、表示できる色相の領域を拡大し、自然に存在する色相とより一層近い色相を表現する
ことができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る光源アセンブリ及びその駆動方法並びにそれを有する液晶表示装置
を実施するための最良の形態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　本発明の利点および特徴、そしてそれらを達成する方法は添付される図面と共に詳細に
後述されている実施形態を参照すれば明確になるであろう。しかし本発明は以下で開示さ
れる実施形態に限定されるものではなく互いに異なる多様な形態で具現されるものであり
、単に本実施形態は本発明の開示が完全なようにし、本発明が属する技術分野で通常の知
識を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は請求
項の範囲によってのみ定義される。
　空間的に相対的な用語である“下（ｂｅｌｏｗ）”、“下（ｂｅｎｅａｔｈ）”、“下
部（ｌｏｗｅｒ）”、“上（ａｂｏｖｅ）”、“上部（ｕｐｐｅｒ）”等は図面に示して
いるように一つの素子または構成要素と異なる素子または構成要素との相関関係を容易に
記述するために使用され得る。空間的に相対的な用語は図面に図示されている方向に加え
て使用時または動作時素子の互いに異なる方向を含む用語として理解されなければならな
い。明細書全体にかけて同一参照符号は同一構成要素を指称する。
【００１５】
　以下、図１及び図２を参照して本発明の一実施形態による液晶表示装置について詳細に
説明する。
　ここで、図１は本発明の一実施形態による液晶表示装置の分解斜視図であり、図２は図
１の液晶表示装置に含まれる色フィルタと光源を示した概略図である。
【００１６】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態による液晶表示装置１は液晶パネルアセンブリ
３０、上部収納容器２０及びバックライトアセンブリ１０を含む。
【００１７】
　液晶パネルアセンブリ３０は薄膜トランジスタ表示板３２、共通電極表示板３３及び二
つの表示板の間に介在する液晶層（未図示）を含む液晶パネル３１、ゲートチップフィル
ムパッケージ３５、データチップフィルムパッケージ３４及び集積印刷回路基板３６を含
む。
【００１８】
　液晶パネル３１は、ゲートライン（未図示）及びデータライン（未図示）と薄膜トラン
ジスタアレイ、画素電極などを含む薄膜トランジスタ表示板３２と、ブラックマトリック
ス（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）、共通電極などを含み薄膜トランジスタ表示板３２に対
向するように配置された共通電極表示板３３を含む。このような液晶パネル１３６は画像
情報を表示する役割をする。
【００１９】
　そして、ゲートチップフィルムパッケージ３５は薄膜トランジスタ表示板３２に形成さ
れた各ゲートライン（未図示）に接続され、データチップフィルムパッケージ３４は薄膜
トランジスタ表示板３２に形成された各データライン（未図示）に接続される。ここでゲ
ートチップフィルムパッケージ３５及びデータチップフィルムパッケージ３４は半導体チ
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ップがベースフィルム上に形成された配線パターンとタブ（ＴＡＢ；Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏ
ｍａｔｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）技術によって接合されたタブテープ（ＴＡＢ　ｔａｐｅ）
を含む。例えばこのようなチップフィルムパッケージとしてはテープキャリアパッケージ
（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ、以下ＴＣＰ）またはチップオンフィルム
（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ、以下ＣＯＦ）等が使用され得る。ただし、前述したチップ
フィルムパッケージは例示的なものに過ぎない。
【００２０】
　一方、集積印刷回路基板３６には、ゲートチップフィルムパッケージ３５にゲート駆動
信号を伝送し、データチップフィルムパッケージ３４にデータ駆動信号を伝送するための
様々な駆動用部品が実装される。
【００２１】
　上部収納容器２０は、液晶表示装置１の外観を形成し、内部に液晶パネルアセンブリ３
０が収納される空間が形成されている。このような上部収納容器２０の中央部には液晶パ
ネル３１を外部に露出させる開放窓が形成されている。
【００２２】
　上部収納容器２０は、中間フレーム１１０を間に挟んで下部収納容器１７０と結合され
る。
　バックライトアセンブリ１０は、中間フレーム１１０、光学シート１２０、拡散板１３
０、光源アセンブリ１００及び下部収納容器１７０を含む。
【００２３】
　中間フレーム１１０は、内部に光学シート１２０、拡散板１３０及び光源アセンブリ１
００を収納し、下部収納容器１７０に安着固定される。このような中間フレーム１１０は
長方形形状の外周に沿って形成された側壁で構成され、中央部には拡散板１３０及び光学
シート１２０を通過した光が透過できるように開放窓を形成する。
【００２４】
　光学シート１２０は、拡散板１３０から伝達される光を拡散及び集光する役割をするも
のであって、拡散板１３０の上部に配置され中間フレーム１１０内部に収納される。この
ような光学シート１２０は第１プリズムシート、第２プリズムシート、保護シートなどを
含む。
【００２５】
　第１及び第２プリズムシートは、拡散板１３０を通過した光を屈折させて低い角度から
入射する光を液晶パネルアセンブリ３０正面に集中させて有効視野角の範囲内で液晶表示
装置１の明るさを向上させる役割をする。
【００２６】
　第１及び第２プリズムシートの上に形成される保護シートはプリズムシートの表面を保
護する役割をするだけではなく、光の分布を均一にするために光を拡散させる役割もする
。このような光学シート１２０の構成は上の例に限定されず、液晶表示装置１の仕様にと
もない多様に変更され得る。
【００２７】
　拡散板１３０は、光源から出た光をすべての方向に拡散させる役割をするものであって
、点光源である光源ユニット１５０の形状に伴って明るく表れる輝点を液晶表示装置１の
前面から見えないようにする。
【００２８】
　光源アセンブリ１００は、拡散板１３０に光を供給する発光装置であり、複数の光源ユ
ニット１５０、回路基板１６０、及び反射シート１４０を含む。各々の光源ユニット１５
０は白色光を発生させる最小単位であり、回路基板１６０に接続されて駆動電圧の供給を
受ける。このような光源ユニット１５０は回路基板１６０の上部に配置され、その回路基
板１６０上部には反射シート１４０が配置され光源ユニット１５０を固定する。
　反射シート１４０は、光源ユニット１５０が各々露出する開口部１４１を含み、光源ユ
ニット１５０からの光を上方に通過させ、光源ユニット１５０から下方に放射される光を
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上方に反射させる。
【００２９】
　図２を参照して色フィルタ３００及び光源アセンブリ１００の構造に関して具体的に説
明する。
　光源アセンブリ１００から発生した光は色フィルタ３００を通って選択的に透過し、画
像を表わすようになる。
【００３０】
　色フィルタ３００は、各画素ごとに赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿
Ｇ）、及び青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）を含んでおり、各画素は所定の複数の領域（ｄｏｍ
ａｉｎ）に分割され、各々赤色光、緑色光及び青色光は領域を選択的に透過する。このよ
うな色フィルタ３００は、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）及び青
色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）を順序どおり繰り返して一列に配列するストライプ配列方式で形
成することができ、また、この他にデルタ配列、モザイク配列などの多様な配列が可能で
ある。
　光源アセンブリ１００は、光を発生させて液晶パネルに供給するものであって、赤色光
、緑色光及び青色光を混合して白色光を発生させることができる。このような光源アセン
ブリ１００は、赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）及び青色光源
チップ（ＬＭ＿Ｂ）を含む。
【００３１】
　赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）及び青色光源チップ（ＬＭ
＿Ｂ）は、各々赤色光、緑色光および青色光を放射し、それぞれの光は混合され、白色光
形態で色フィルタ３００に入射される。このような各々の光源チップとしては発光ダイオ
ード、白色発光ダイオード、蛍光ランプ、レーザ光源などが挙げられる。
【００３２】
　一方、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）及び青色フィルタ（ＣＦ
＿Ｂ）は各々特定の波長だけを選択的に透過する。すなわち、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）
は入射される白色光のうち赤色波長に該当する光だけを選択的に透過させ、緑色フィルタ
（ＣＦ＿Ｇ）は緑色波長に該当する光だけを選択的に透過させ、青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ
）は青色波長に該当する光だけを選択的に透過させる。このような過程を経て赤色フィル
タ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）及び青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）を透過した光
は多様な色相の画像として表示するために適切な比率で混合される。
【００３３】
　光源アセンブリ１００から放射される光は赤色光、緑色光及び青色光を有する特定の波
長以外の波長を含み得る。また、液晶パネルに表示される画像の輝度を考慮して色フィル
タ３００は各色相の波長より多少広い領域を透過させる特性を有するようにしてある。し
たがって、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）及び青色フィルタ（Ｃ
Ｆ＿Ｂ）を通過する赤色光、緑色光及び青色光は、純度が低くなる可能性があり、液晶パ
ネルに表示される色空間に影響を与える可能性がある。光源アセンブリ１００で発生する
光とこれを透過させる色フィルタ３００との関係にともなう液晶表示装置１の色空間の変
化に関する詳細は後述する。
【００３４】
　以下、図３～図１７を参照して、色フィルタ及び光源ユニットの特性に関して具体的に
説明する。
【００３５】
　図３は、図１の液晶表示装置の色再現範囲（色域）を示すｘｙ色度図である。図３を参
照すると、図３は国際照明委員会（Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　ｄｅ　ｌ’ｅｃｌａｉｒａｇｅ：ＣＩＥ）によって標準化されたＸＹＺ表色系のｘｙ色
度図を利用して、本発明による液晶表示装置の色再現範囲と（ｓＲＧＢ）色空間及び（Ａ
ｄｏｂｅ　ＲＧＢ）の範囲を示す。
【００３６】
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　具体的には、（ＣＩＥ）色空間は国際照明委員会によって定義された色空間領域として
自然界のすべての色相を表現した。（ｓＲＧＢ）色空間はヒューレットパッカード社とマ
イクロソフト社が共同で提案した標準規格として大部分のモニターに適用されている。（
Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ）色空間はアドビ社が提案した色空間規格であって、（ｓＲＧＢ）色
空間よりさらに豊富な色空間を表現することができる。（ＲＧＢ＿０）領域は本発明によ
る液晶表示装置が表現できる色再現範囲であって、（ｓＲＧＢ）及び（Ａｄｏｂｅ　ＲＧ
Ｂ）色空間をすべて含んでおり、（ｓＲＧＢ）及び（Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ）以上の色空間
を表現することができる。（ＣＩＥ）色空間を除いた残りの三角形領域は各頂点が赤色、
緑色及び青色を示す。
【００３７】
　以下、図４を参照して、本発明の一実施形態による色フィルタと各色の光源チップに関
して詳細に説明する。
　ここで、図４は、図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタの分光特性と各色の光源チ
ップのスペクトルの特性を示す図である。
【００３８】
　点線（一点鎖線、長点線、短点線）は各々赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（
ＣＦ＿Ｇ）及び青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）の透過曲線を示し、実線は各々赤色光源チップ
（ＬＭ＿Ｒ）、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）および青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）のスペク
トル曲線を示す。
【００３９】
　具体的には、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）、及び青色フィル
タ（ＣＦ＿Ｂ）の透過波長の範囲は各々赤色光源チップＬＭ＿Ｒ、緑色光源チップ（ＬＭ
＿Ｇ）及び青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）の波長範囲より広く形成する。色フィルタ３００
の透過波長の範囲を狭く形成する場合、色の純度は高くなり得るが、輝度が低くなるとい
う短所があり、光源の波長範囲より広く形成するのが好ましい。
【００４０】
　一方、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）、緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）及び青色フィルタ（ＣＦ
＿Ｂ）は透過波長の範囲が一部重畳されるのが好ましく、赤色フィルタ（ＣＦ＿Ｒ）及び
青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）に緑色光領域の光が透過することができ、緑色フィルタ（ＣＦ
＿Ｇ）に赤色光及び青色光領域の光が透過することができる。このように、色フィルタ３
００の隣接した各色の領域の光が透過する場合、色の純度が落ち、言い換えると、液晶表
示装置の色再現範囲が減る。したがって、光の輝度を適切に維持しつつ豊富な色相を表現
するためには色フィルタ３００の透過特性と光源のスペクトル特性の調節が重要である。
【００４１】
　本発明の一実施形態による光源ユニット（１５０、図１参照）は波長のメインピークが
６２０～６３０ｎｍであり、スペクトルの半値全幅（ｆｕｌｌ　ｗｉｄｔｈ　ａｔ　ｈａ
ｌｆ　ｍａｘｉｍｕｍ：ＦＷＨＭ）が１５ｎｍ以下である赤色光を放射する赤色光源チッ
プ（ＬＭ＿Ｒ）、波長のメインピークが５２５～５３５ｎｍであり、スペクトルの半値全
幅が３０ｎｍ以下である緑色光を放射する緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）、及び波長のメイ
ンピークが４４５～４５５ｎｍであり、スペクトルの半値全幅が１９ｎｍ以下である青色
光を放射する青色光源チップを含む。
【００４２】
　一方、色フィルタ３００は波長のメインピークが５１５～５１９ｎｍである透過スペク
トルを有する緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）と波長のメインピークが４６０ｎｍ以下の透過ス
ペクトルを有する青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）を含む。また、青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）と
緑色フィルタ（ＣＦ＿Ｇ）の透過スペクトルの透過率の比（Ｂ／Ｇ）は８．４×１０－４

／１．１×１０－３より小さく形成するのが好ましい。
【００４３】
　図５を参照して光源ユニットの色再現範囲を詳細に説明する。
　図５は、図１の液晶表示装置に含まれる光源ユニットの色再現範囲をｘｙ色度図に示し
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た図である。図５において、色フィルタを通過しない光源ユニット自体の色再現範囲を示
している。
【００４４】
　次の［表１］は本発明の一実施形態による液晶表示装置に含まれる各光源ユニットの各
色の光源チップの比較実験例での各色相別波長を示す。
【表１】

【００４５】
　図５は［表１］の比較実験例と実験例１及び２の光源ユニットの色再現範囲を含む。［
表１］で色再現性とは、ＣＩＥ１７３１表色系を基準にして、米国ＣＲＴモニターの基準
であるＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉ
ｔｔｅｅ）の色空間と各実験例の色空間の比率を％で表したものである。
　三角形の各頂点は赤色光、緑色光および青色光の座標を意味する。
【００４６】
　（ＣＩＥ）色空間は、国際照明委員会が規定した色空間領域であり、（Ａｄｏｂｅ　Ｒ
ＧＢ）領域はアドビ社が提案した色空間規約であり、（ＲＧＢ＿ｃ）色空間は［表１］の
比較実験例を示した領域であり、（ＲＧＢ＿１）色空間は［表１］の実験例１を示した領
域であり、（ＲＧＢ＿２）色空間は［表１］の実験例２を示した領域である。
【００４７】
　赤色光及び緑色光は比較実験例と実験例１及び２すべてにおいて（Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ
）基準を満足する。しかし、青色光は比較実験例の場合、わずかな差で（Ａｄｏｂｅ　Ｒ
ＧＢ）規準を外れているが、実験例１及び２の場合には事実上（Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ）基
準を満足する。
【００４８】
　図６及び図７を参照し、色フィルタを透過した光の色再現範囲を詳細に説明する。
　ここで、図６は、図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタを透過した光の波長特性を
示すグラフであり、図７は、図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタを通過した光の色
再現範囲をｘｙ色度図に示した図である。
【００４９】
　本発明の一実施形態では色フィルタを通過した光の色再現範囲を拡張するために、青色
フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）の光透過率を変更する。すなわち、青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）の透
過率を調節することによって、青色フィルタ（ＣＦ＿Ｂ）の半値全幅を減らすことができ
る。したがって、青色領域と緑色領域が重畳される領域が減少され、結果的に色再現の範
囲が広くなるようになる。
【００５０】
　図７を参照すると、本発明の一実施形態による液晶表示装置の色再現範囲は実質的に（
Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ）色空間をすべて含むようになる。
【００５１】
　赤色光及び緑色光の場合、本発明の液晶表示装置の色再現範囲が（Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ
）の色空間に比べて顕著に優秀であり、青色光の場合、実質的に（Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ）
の色空間と一致する。
　図７において（ＣＩＥ’）色空間は国際照明委員会が規定した色空間領域であり、（Ａ
ｄｏｂｅ　ＲＧＢ’）色空間はアドビ社が提案した色空間規約であり、（ＲＧＢ＿ｓ’）
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色空間は［表１］の比較実施形態の光源に本発明による色フィルタを適用した色再現範囲
を示し、（ＲＧＢ＿１’）色空間は［表１］の実験例１の光源に本発明による色フィルタ
を適用した色再現範囲を示し、１１１．２％の色再現性を示す。また、（ＲＧＢ＿２’）
色空間は［表１］の実験例２の光源に本発明による色フィルタを適用した色再現範囲であ
り、１１１．３２％の色再現性を示す。一方、図７は色温度６５００Ｋである時の結果を
示したのである。
【００５２】
　次に、図８～図１１を参照して、色温度変化にともなう光源ユニットの色再現範囲を説
明する。
　ここで、図８は色温度変化にともなう光源ユニットの色再現範囲をｘｙ色度図（ＣＩＥ
１９３１）に示した図面であり、図９は図８のＡ領域を拡大した図面であり、図１０は色
温度変化にともなう光源ユニットの色再現範囲をｘｙ色度図（ＣＩＥ１９７６）に示した
図面であり、図１１は図１０のＢ領域を拡大した図である。
【００５３】
　光源ユニット（１５０、図１参照）は時間が経つにつれ劣化したり、輝度が減少したり
、光源の温度が上がることによってその特性に影響を受けるようになる。加えて、光の色
温度が変わることによって色再現範囲が影響を受けるようになる。
【００５４】
　図８及び図１０は色温度の変化にともなう光源ユニットの色再現範囲を各々ＣＩＥ１９
３１及びＣＩＥ１９７６基準座標系によって示したものであって、色温度の変化にともな
う光源の色再現範囲を視覚的に表現したものである。ＣＩＥ１９７６座標系はＣＩＥ１９
３１座標系に比べて、青色領域が強調され、それによって図１０に示された青色光の変化
が図８に示された青色光の変化に比べてより一層明らかである。
【００５５】
　以下に示す、［表２］は色温度変化にともなう光源ユニットの色座標をＣＩＥ１９７６
座標系とＣＩＥ１９３１座標系に分けて示す。
【表２】
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【００５６】
　［表２］を参照すると、光源ユニットは色温度によってその領域が変化し、（Ａｄｏｂ
ｅ　ＲＧＢ）色空間とのカバー率もまた変わるようになる。［表２］に示す値から５００
０～７０００Ｋの間の値が最適の色再現範囲を有することが理解される。
【００５７】
　次に、図８～図１７を参照して、色温度の変化にともなう赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）
、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）及び青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）の色座標の変化を詳細に
説明する。
　ここで、図１２及び図１３は色温度変化にともなう赤色光源チップの色座標の変化を示
すグラフであり、図１４及び図１５は色温度変化にともなう緑色光源チップの色座標の変
化を示すグラフであり、図１６及び図１７は色温度変化にともなう青色光源チップの色座
標の変化を示すグラフである。
【００５８】
　図１２、図１４及び図１６は色温度の変化にともなう赤色光、緑色光、青色光の色座標
におけるｘ座標の動きを表わし、図１３、図１５及び図１７は色温度の変化にともなう赤
色光、緑色光、青色光の色座標におけるｙ座標の動きを示す。
　図８～図１３を参照すると、色温度が増加するにともない赤色光のｘ座標及びｙ座標が
すべて減少する。色温度が増加するにともない赤色光を示す三角形の頂点は左下方向に移
動する。
【００５９】
　一方、図８～図１１、図１４及び図１５を参照すると、色温度が増加するにともない緑
色光のｘ座標及びｙ座標がすべて減少する。色温度が増加するにともない緑色光を示す三
角形の頂点は左下方向に移動する。
　反面、図８～図１１、図１６及び図１７を参照すると、色温度が増加するにともない青
色光のｘ座標は増加し、ｙ座標は減少する。すなわち、色温度が増加するにともない青色
光を示す三角形の頂点は右下方向に移動する。
【００６０】
　赤色光、緑色光及び青色光を示す三角形の各頂点は色温度の調節によって、その座標を
調節することができる。言い換えれば、白色光のｘ座標及びｙ座標の調節によって、色再
現範囲のカバー率を調節することができる。
【００６１】
　次に、図１８を参照し、本発明の一実施形態による光源アセンブリに関して説明する。
　ここで、図１８は本発明の一実施形態による光源アセンブリを示すブロック図である。
【００６２】
　本発明の一実施形態による光源アセンブリは、光源ユニット１５０、検出部４００、Ａ
／Ｄ変換器５００、演算部６００、比較部７００及び制御部８００を含む。光源ユニット
１５０は赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）及び青色光源チップ
（ＬＭ＿Ｂ）を含む。
【００６３】
　検出部４００は、光源ユニット１５０で放射される光を感知する役割をする。このよう
な検出部４００は赤色光、緑色光及び青色光の波長を各々感知することができるように内
部に赤色光センサ、緑色光センサ及び青色光センサを含み得る。
　検出部４００は赤色光、緑色光及び青色光に対する波長を検出し、アナログ信号である
赤色光信号、緑色光信号及び青色光信号を出力する。このような赤色光信号、緑色光信号
及び青色光信号はＡ／Ｄ変換器５００に入力される。
【００６４】
　Ａ／Ｄ変換器５００は、アナログ信号の赤色光信号、緑色光信号及び青色光信号をデジ
タル信号に変換する。このように変換された光信号は演算部６００に入力される。
【００６５】
　演算部６００は、デジタル信号化された赤色光信号、緑色光信号及び青色光信号を利用
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し、赤色光源色座標、緑色光源色座標及び青色光源色座標を計算する。演算部６００は各
光源に対するＬＵＴ（ｌｏｏｋ　ｕｐ　ｔａｂｌｅ）を利用して、各光信号に相当する光
源色座標を出力することができる。このような方法で計算された各光源色座標は比較部７
００に入力される。
【００６６】
　比較部７００は、演算部６００で計算された赤色光源色座標、緑色光源色座標及び青色
光源色座標を各々赤色基準座標、緑色基準座標及び青色基準座標と比較し、その結果値を
制御部８００に出力する。比較部７００は赤色光源色座標、緑色光源色座標及び青色光源
色座標が所定の基準領域内に存在しているのかどうかを判断し、基準領域から外れる場合
には制御部８００によって各光源の特性を調節する。
【００６７】
　ここで、各色相の基準座標とはＸＹ色座標系で表現する時、赤色基準座標は（０．６４
、０．３４）であり、緑色基準座標は（０．２１、０．７１）であり、青色基準座標は（
０．１５、０．０６）と設定することができ、ＵＶ色座標系で表現する時、赤色基準座標
は（０．４４１、０．５２８）であり、緑色基準座標は（０．０７６、０．５７６）であ
り、青色基準座標は（０．１７５、０．１５８）と設定することができる。
【００６８】
　制御部８００は、比較部７００から入力された結果値によって各光源チップに印加する
電流を調節する。すなわち、赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）
及び青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）は各々赤色パルス幅変調信号（ＰＷＭ＿Ｒ）、緑色パル
ス幅変調信号（ＰＷＭ＿Ｇ）及び青色パルス幅変調信号（ＰＷＭ＿Ｂ）のデューティ比を
調節することによって、赤色、緑色及び青色の色座標を移動させることができる。
【００６９】
　赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）は電流が増加するほどピーク波長が増加する方向に移動す
る。すなわち、色座標上においてｘ座標は増加して、ｙ座標は減少する方向に赤色光源色
座標が移動するようになる。
【００７０】
　一方、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）及び青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）は電流が増加する
にともない、初期にはピーク波長が小さくなる方向に移動してその後、再び増加する方向
に移動する。したがって、緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）は、ｘ座標は増加してｙ座標は減
少する方向に移動し、加えて、青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）は、ｘ座標は減少してｙ座標
は増加する方向に移動する。制御部８００は各光源チップのこのような性質を利用して制
御ループを実行して最適の条件で調節する。
【００７１】
　図１９及び図２０を参照して本発明の一実施形態による光源ユニットの色座標を補正す
る工程を詳細に説明する。ここで、図１９及び図２０は本発明の一実施形態による光源ユ
ニットの補正工程を説明するための図である
【００７２】
　色座標上に赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）、緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）及び青色基準座標（
ＳＤ＿Ｂ）を設定し、それぞれの基準座標を連結する三角形を設定すると、三角形の内部
が基準色空間となる。すなわち、本発明の一実施形態による光源ユニット１５０（図１参
照）の色再現範囲は基準色空間をすべて含むように調節しなければならない。
【００７３】
　三角形の各辺を延長すれば、各三角形の頂点と延長線の間の領域が形成される。このよ
うな領域は三角形の各頂点の外角に各々位置し、赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）の外角に位置
する領域を赤色光源領域（ＬＡ＿Ｒ）といい、緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）の外角に位置す
る領域を緑色光源領域（ＬＡ＿Ｇ）といい、青色基準座標（ＳＤ＿Ｂ）の外角に位置する
領域を青色光源領域（ＬＡ＿Ｂ）という。
【００７４】
　一方、本発明の光源ユニット１５０に含まれる赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）、緑色光源
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チップ（ＬＭ＿Ｇ）及び青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）から放射する光の座標を各々赤色光
源色座標（ＬＣ＿Ｒ）、緑色光源色座標（ＬＣ＿Ｇ）および青色光源色座標（ＬＣ＿Ｂ）
とする。
【００７５】
　本発明の一実施形態による光源ユニット１５０の色再現範囲が基準色空間をすべて含む
ためには、赤色光源色座標（ＬＣ＿Ｒ）、緑色光源色座標（ＬＣ＿Ｇ）及び青色光源色座
標（ＬＣ＿Ｂ）が各々赤色光源領域（ＬＡ＿Ｒ）、緑色光源領域（ＬＡ＿Ｇ）及び青色光
源領域（ＬＡ＿Ｂ）内に位置しなければならない。
　すなわち、赤色光源色座標（ＬＣ＿Ｒ）、緑色光源色座標（ＬＣ＿Ｇ）及び青色光源色
座標（ＬＣ＿Ｂ）を三つの頂点とする三角形の内部が光源ユニット１５０の色再現範囲と
なり、光源ユニット１５０の色再現範囲が常に基準色空間を含むようにするために赤色光
源色座標（ＬＣ＿Ｒ）、緑色光源色座標（ＬＣ＿Ｇ）及び青色光源色座標（ＬＣ＿Ｂ）を
各々調節し、赤色光源領域（ＬＡ＿Ｒ）、緑色光源領域（ＬＡ＿Ｇ）及び青色光源領域（
ＬＡ＿Ｂ）内に位置するように調節しなければならない。
【００７６】
　各色座標が各光源領域に位置するのかどうかを判断するための具体的なアルゴリズムを
説明する。
　まず、色座標上に赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）、緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）及び青色基準
座標（ＳＤ＿Ｂ）を設定し、赤色光源色座標（ＬＣ＿Ｒ）、緑色光源色座標（ＬＣ＿Ｇ）
及び青色光源色座標（ＬＣ＿Ｂ）を設定する。
【００７７】
　赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）と緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）を連結した直線の方程式を第１
直線（ｐ）の方程式と呼び、赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）と緑色光源色座標（ＬＣ＿Ｇ）を
連結した直線の方程式を第２直線（ｑ）の方程式と呼び、赤色光源色座標（ＬＣ＿Ｒ）と
緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）を連結した直線の方程式を第３直線（ｒ）の方程式と呼ぶ。
【００７８】
　一方、緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）と青色基準座標（ＳＤ＿Ｂ）を連結した直線の方程式
を第１’直線（ｐ’）の方程式と呼び、緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）と青色光源色座標（Ｌ
Ｃ＿Ｂ）を連結した直線の方程式を第２’直線（ｑ’）の方程式といい、緑色光源色座標
（ＬＣ＿Ｇ）と青色基準座標（ＳＤ＿Ｂ）を連結した直線の方程式を第３’直線（ｒ’）
の方程式という。
【００７９】
　また、赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）と青色基準座標（ＳＤ＿Ｂ）を連結した直線の方程式
を第１’’直線（ｐ’’）の方程式と呼び、赤色基準座標（ＳＤ＿Ｒ）と青色光源色座標
（ＬＣ＿Ｂ）を連結した直線の方程式を第２’’直線（ｑ’’）の方程式と呼び、赤色光
源色座標（ＬＣ＿Ｒ）と青色基準座標（ＳＤ＿Ｂ）を連結した直線の方程式を第３’’直
線（ｒ’’）の方程式と呼ぶ。
【００８０】
　各色座標が各光源領域内に完全に位置するためには第１直線（ｐ）の方程式のｙ切片値
（ａ）が第２直線（ｑ）の方程式のｙ切片値（ｂ）と第３直線（ｒ）の方程式のｙ切片値
（ｃ）の間に位置しなければならず、第１’直線（ｐ’）の方程式のｙ切片値（ａ’）が
第２’直線（ｑ’）の方程式のｙ切片値（ｂ’）と第３’直線（ｒ’）の方程式のｙ切片
値（ｃ’）の間に位置しなければならず、第１’’直線（ｐ’’）の方程式のｙ切片値（
ａ’’）が第２’’直線（ｑ’’）の方程式のｙ切片値（ｂ’’）と第３’’直線（ｒ’
’）の方程式のｙ切片値（ｃ’’）の間に位置しなければならない。
【００８１】
　このように各直線の方程式のｙ切片値を比較し、上記条件を満足させる方向にフィード
バック制御をすれば、常に光源ユニット１５０の色再現範囲を基準色領域より大きく維持
することができる。
【００８２】
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　一方、各光源チップが劣化したり熱による特性変化が所定のレベル以上となるにともな
い、自己の補正能力では最適レベルに到達しない場合が発生する可能性がある。すなわち
、各光源チップに印加されるパルス幅変調信号の調節だけで所定のレベルを満足させるこ
とができない場合、無限ループによる制御を中止し、ｙ切片値に一定の許容値を設定して
その範囲内に補正値が進入すれば、制御動作を終了することができる。
【００８３】
　各光源チップの特性は物理的な特性であり、各色相ごとに特性が異なることもありうる
ので、各光源チップごとに異なるｙ切片値の許容値を設定することができる。具体的には
、赤色光源チップ（ＬＭ＿Ｒ）及び緑色光源チップ（ＬＭ＿Ｇ）は最初に設定された赤色
基準座標（ＳＤ＿Ｒ）と緑色基準座標（ＳＤ＿Ｇ）を基準として制御することができ、青
色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）は別途のｙ切片値の許容値を設定して最初に設定された青色基
準座標（ＳＤ＿Ｂ）を基準として制御されない場合に所定の許容値内で制御を終了するこ
とができる。
【００８４】
　例をあげれば、青色光源チップ（ＬＭ＿Ｂ）の場合、前述した第１’直線（ｐ’）の方
程式のｙ切片値（ａ’）又は第１’’直線（ｐ’’）の方程式のｙ切片値（ａ’’）の１
５％以内の偏差内で調節することができる。具体的には、第１’直線（ｐ’）の方程式の
ｙ切片値又は第１’’直線（ｐ’’）の方程式のｙ切片値がｍとすれば、ｙ切片値の許容
値（ｐ）は、
　ｍ－ｍ×０．１５≦ｐ≦ｍ＋ｍ×０．１５と設定することができる。
　言い換えれば、第３’’直線（ｒ’’）の方程式のｙ切片値と、第２’直線（ｑ’）の
方程式のｙ切片値が許容値（ｐ）内に存在する場合、ループを終了させることができる。
【００８５】
　このような許容値は、各光源チップのコンディションにより多様に調節し得るものであ
る。
【００８６】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８７】
　本発明の光源アセンブリは表示できる色相の領域を拡大して、自然に存在する色相とよ
り一層近い色相を表現することができ、液晶表示装置などのディスプレイ装置だけではな
く多様な装置の光源として幅広く使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
【図２】図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタと光源を示した概略図である。
【図３】図１の液晶表示装置の色再現範囲を示すｘｙ色度図である。
【図４】図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタの分光特性と各色の光源チップのスペ
クトル特性を示す図である。
【図５】図１の液晶表示装置に含まれる光源ユニットの色再現範囲をｘｙ色度図に示した
図である。
【図６】図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタを透過した光の波長特性を示すグラフ
である。
【図７】図１の液晶表示装置に含まれる色フィルタを透過した光の色再現範囲をｘｙ色度
図に示した図である。
【図８】色温度変化にともなう光源ユニットの色再現範囲をｘｙ色度図（ＣＩＥ１９３１
）に示した図である。
【図９】図８のＡ領域を拡大した図である。
【図１０】色温度変化にともなう光源ユニットの色再現範囲をｘｙ色度図（ＣＩＥ　１９
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【図１１】図１０のＢ領域を拡大した図である。
【図１２】色温度変化にともなう赤色光源チップの色座標の変化を示すグラフである。
【図１３】色温度変化にともなう赤色光源チップの色座標の変化を示すグラフである。
【図１４】色温度変化にともなう緑色光源チップの色座標の変化を示すグラフである。
【図１５】色温度変化にともなう緑色光源チップの色座標の変化を示すグラフである。
【図１６】色温度変化にともなう青色光源チップの色座標の変化を示すグラフである。
【図１７】色温度変化にともなう青色光源チップの色座標の変化を示すグラフである。
【図１８】本発明の一実施形態による光源アセンブリを示すブロック図である。
【図１９】本発明の一実施形態による光源ユニットの補正工程を説明するための図である
。
【図２０】本発明の一実施形態による光源ユニットの補正工程を説明するための図である
。
【符号の説明】
【００８９】
　１　　　　液晶表示装置
　１０　　　　バックライトアセンブリ
　２０　　　　上部収納容器
　３０　　　　液晶パネルアセンブリ
　３１　　　　液晶パネル
　１００　　　光源アセンブリ
　１１０　　　中間フレーム
　１２０　　　光学シート
　１３０　　　拡散板
　１４０　　　反射シート
　１４１　　　開口部
　１５０　　　光源ユニット
　１６０　　　回路基板
　１７０　　　下部収納容器
　３００　　　色フィルタ
　４００　　　検出部
　５００　　　Ａ／Ｄ変換器
　６００　　　演算部
　７００　　　比較部
　８００　　　制御部
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摘要(译)

解决的问题：提供一种光源组件，其能够扩大可显示的色相区域并表现
出更接近于自然存在的色相的色相，其驱动方法以及具有该光源组件的
液晶显示装置。 多个产生光的光源，检测该光以产生光信号的检测单
元，接收该光信号并计算光源色坐标的算术单元以及光源色坐标。 比较
单元，其比较预定的色相参考坐标；以及控制单元，其基于比较单元的
比较结果来控制提供给光源的脉冲宽度调制（PWM）信号。 [选择图]图
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